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※経由団体：各個社の意見がどの団体を経由して提出されたかを表したものであり、表示団体を代表する「主張」「総意」等を意味するものではありません。 
貿易・投資円滑化ビジネス協議会 

ブルキナファソにおける問題点と要望 
 
 区分 経由団体※ No 問題点 問題点内容 要望 準拠法 
22 環境問題・廃棄

物処理問題 
日機輸 (1) 二国間クレジット

制度の未締結 
・日系企業によるアフリカでの再エネIPP参入において、価格競争力が問

題となるケースが多い。二国間クレジット制度（JCM：Joint Crediting 
Mechanism）が締結されることで、EPC価格の低減を図ることができ、価

格競争力を高める期待を持っている。 
（内容、要望ともに変更） 

・ケニア、エチオピアに続き、セネガル、

チュニジアと締結国が増えたことを歓

迎。アフリカ各国（二国間協議中のベナ

ン含め）と、JCM締結を進めて頂きた

い。 

 

 


